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要     旨 

ア．緒言（目的）                                       

肺炎は高齢者における死亡原因の上位にあり、現在も増加傾向にある。脊柱起立筋（erector spinae 

muscles: ESM）は体幹を保持して ADL（activities of daily living）に関与すると共に、横隔膜や肋間

筋と同様に呼吸を担う役割がある。ESMを評価する方法として、コンピューター断層撮影（computed 

tomography: CT）による脊柱起立筋断面積（cross sectional area of the ESM: ESMcsa）の測定が用い

られる。ESMcsa値は、慢性閉塞性肺疾患、特発性肺線維症、非結核性抗酸菌症といった呼吸器疾患の

予後因子として報告されているものの、高齢者の肺炎における意義は評価されていない。本研究は、高

齢者肺炎における死亡において、ESMcsaが予後因子として関連し得るか検証を行った。                                              
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イ．研究対象及び方法（材料を含む）                             

2015 年 1 月から 2017 年 12 月にかけて、へつぎ病院に入院した 65 歳以上の肺炎患者を対象とした。

ESMcsa は、肺炎の評価目的に施行された胸部 CT にて第 12 胸椎椎体下縁で計測し、体表面積（body 

surface area: BSA）で調整した。性別、年齢、基礎疾患の有無といった臨床評価項目、日常活動性を示

す Barthel index等、予後因子に関連する項目にて調整し、Cox回帰分析を用いて生存時間分析を行っ

た。                                              

ウ．結果                                           

研究期間中に入院した 736 人のうち、胸部 CT を撮影し BSAが測定可能な 689 人を解析対象とした。

生存が 588 人であり、死亡が 101 人であった。単変量解析において、死亡群では有意に年齢が高く、

BMI（body mass index）が低値、意識障害、呼吸不全、慢性心不全、悪性疾患がある患者が多く、Barthel 

index、ヘモグロビン、アルブミン、ESMcsa / BSA が低値であった。多変量解析では BMI低値、呼吸

不全、入院時 Barthel index低値、悪性疾患、アルブミン低値、および ESMcsa / BSA 低値が入院中死

亡と有意に関連した。さらに、ESMcsa / BSA値によって群別した Kaplan-Meier曲線を作成したとこ

ろ、ESMcsa / BSAが低値ほど患者の生存率が低いことが示された。また、入院 30日後の死亡をアウ

トカムとした場合（生存 635 人、死亡 54 人）では、多変量解析にて、男性、高齢、呼吸不全、入院時

Barthel index低値、悪性疾患あり、および ESMcsa / BSA 低値が有意に関連した。                                              

エ．考察                                              

BMIは、入院中死亡に関連し 30日死亡には有意に関連しなかったが、ESMcsa / BSA は入院中死亡お

よび 30 日死亡ともに有意な関連した。BMI は、筋組織のみならず脂肪組織の両者の影響を受ける。

ESMcsa / BSAは脂肪組織の影響を受けにくく、栄養状態および身体活動性として、高齢者肺炎におけ

る予後をより鋭敏に予測したことが考えられる。                           

オ．結語（まとめ）                                         

ESMcsa / BSAは、高齢者肺炎の予後予測因子として有用な評価指標と考えられる。                                      

 


